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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第２四半期 1,634 － 148 － 148 － 102 －

2021年９月期第２四半期 1,639 1.4 226 17.8 243 25.1 158 42.2

（注）包括利益 2022年９月期第２四半期 104百万円（－％） 2021年９月期第２四半期 160百万円（42.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第２四半期 7.38 7.38

2021年９月期第２四半期 11.41 11.41

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第２四半期 2,668 1,540 57.7

2021年９月期 3,850 2,586 67.1

（参考）自己資本 2022年９月期第２四半期 1,539百万円 2021年９月期 2,585百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年９月期 － 0.00

2022年９月期（予想） － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,200 － 100 － 100 － 67 － 4.81

１．2022年９月期第２四半期の連結業績（2021年10月１日～2022年３月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月期第２四半期に係る各数値については、当該会計

基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）収益認識会計基準等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月期第２四半期に係る各数値に

ついては、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　2022年９月期の配当予想につきましては、現在未定であります。

３．2022年９月期の連結業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　２．収益認識会計基準等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上記の連結業績予想については、当該会

計基準等を適用した後の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期２Ｑ 14,575,300株 2021年９月期 14,575,300株

②  期末自己株式数 2022年９月期２Ｑ 654,988株 2021年９月期 655,588株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期２Ｑ 13,919,912株 2021年９月期２Ｑ 13,919,312株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の実績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい状況が残る

中で、景気は持ち直しの動きが続いておりました。ただし、ウクライナ情勢等による不透明感がみられる中で、原

材料価格の上昇や金融資本市場の変動、供給面での制約等による下振れリスクに十分注意する必要があります。ま

た、感染症による影響もまだ注視する必要があり、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」として、

「電子雑誌」「ソリューション」の業容拡大に努めてまいりました。なお、第１四半期連結会計期間より、「収益

認識に関する会計基準」（企業会計第29号2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を適用してお

ります。

　㈱ブランジスタメディアが展開する電子雑誌業務では、自治体とのタイアップ広告の契約額が過去最高を更新し

たことや、追加露出可能なスポットで掲載する広告の販売が拡大したことで、広告売上が好調に推移いたしまし

た。

　㈱ブランジスタソリューションが展開するソリューション業務では、ＥＣサイト利用の需要増加を背景に、「ブ

ランジスタ物流」等の業務受託売上が堅調に推移いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高1,634百万円（前年同四半期は売上高1,639百万

円）、営業利益148百万円（前年同四半期は営業利益226百万円）、経常利益148百万円（前年同四半期は経常利益

243百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益102百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益

158百万円）となりました。

　なお、当社グループは「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」の単一セグメントであるた

め、セグメント別の記載を省略しておりますが、売上の内訳を示すと、電子雑誌関連が1,100百万円、ソリューシ

ョン関連が512百万円、その他子会社が67百万円となりました（注）。

　また、収益認識会計基準等の適用の詳細については、「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表

に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（注）内部取引消去前の金額であります。

（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は2,668百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,182百万円の減少とな

りました。当第２四半期連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は次のとおりです。

（流動資産）

　流動資産は1,880百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,516百万円の減少となりました。これは主に、収益

認識会計基準等の適用により売掛金が1,733百万円減少したことによるものであります。

（固定資産）

　固定資産は787百万円となり、前連結会計年度末に比べて333百万円の増加となりました。これは主に、収益認識

会計基準等の適用により繰延税金資産が324百万円増加したことによるものであります。

（流動負債）

　流動負債は905百万円となり、前連結会計年度末に比べて6百万円の増加となりました。これは主に、法人税等の

支払いにより未払法人税等が54百万円減少したことや、賞与の支給により賞与引当金が83百万円減少したものの、

収益認識会計基準等の適用により契約負債（前連結会計年度末は「前受金」）が229百万円増加したことによるも

のであります。

（固定負債）

　固定負債は222百万円となり、前連結会計年度末に比べて143百万円の減少となりました。これは、銀行への返済

により長期借入金が減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産合計は1,540百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,046百万円の減少となりました。これは主に、収

益認識会計基準等の適用により利益剰余金が1,047百万円減少したことによるものであります。
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②　キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は1,372百万円となり、前連結会計年度

末に比べて61百万円の減少となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下

のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は96百万円（前年同四半期は198百万円の収入）となりました。これは主に、賞与

の支給による減少83百万円、消費税等の支払いによる減少80百万円、法人税等の支払いによる減少51百万円があっ

たものの、税金等調整前四半期純利益148百万円の計上があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は16百万円（前年同四半期は19百万円の支出）となりました。これは、有形固定資

産及び無形固定資産の取得による支出16百万円があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は143百万円（前年同四半期は143百万円の支出）となりました。これは、長期借入

金の返済による支出143百万円があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2021年11月12日の「2021年９月期 決算短信」で公表いたしました通期連結業績

予想に変更はありません。新型コロナウイルス感染症の影響が2022年９月期中は一定程度続くものと見込んでおり

ます。

　通期連結業績予想に対し、第２四半期連結累計期間の業績は、営業利益、経常利益共に、対業績予想進捗率が

148％と好調に推移したものの、第３四半期連結会計期間以降は新入社員が増加し、一時的に販管費の増加が先行

することに加え、新型コロナウイルス感染者数の高止まりや変異株の出現など、先行きが不透明な状況が続いてお

ります。今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症拡大・収束状況及び、その他の事業環境を注視

し、開示すべき事項が発生した場合には、速やかに開示いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,433,838 1,372,020

売掛金 2,067,771 334,512

前払費用 41,008 43,937

その他 71,521 159,587

貸倒引当金 △217,211 △29,967

流動資産合計 3,396,928 1,880,089

固定資産

有形固定資産 26,711 29,544

無形固定資産

その他 32,080 38,844

無形固定資産合計 32,080 38,844

投資その他の資産

繰延税金資産 353,911 678,357

その他 41,259 41,175

投資その他の資産合計 395,170 719,533

固定資産合計 453,962 787,922

資産合計 3,850,891 2,668,012

負債の部

流動負債

買掛金 85,096 86,157

短期借入金 386,666 386,666

未払金 98,654 104,527

未払法人税等 61,648 7,245

前受金 46,996 －

契約負債 － 276,616

預り金 9,612 10,261

賞与引当金 105,594 22,258

その他 104,035 11,304

流動負債合計 898,305 905,039

固定負債

長期借入金 366,111 222,777

固定負債合計 366,111 222,777

負債合計 1,264,416 1,127,817

純資産の部

株主資本

資本金 621,052 621,052

資本剰余金 1,021,750 1,021,448

利益剰余金 1,434,803 387,102

自己株式 △493,813 △493,361

株主資本合計 2,583,792 1,536,241

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 1,693 2,964

その他の包括利益累計額合計 1,693 2,964

新株予約権 989 989

純資産合計 2,586,474 1,540,195

負債純資産合計 3,850,891 2,668,012

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 1,639,681 1,634,727

売上原価 432,903 466,751

売上総利益 1,206,778 1,167,975

販売費及び一般管理費 980,231 1,019,415

営業利益 226,546 148,559

営業外収益

受取利息 10 10

受取給付金 8,270 －

雇用調整助成金 3,584 －

還付金収入 4,333 1,804

雑収入 3,164 393

為替差益 285 －

営業外収益合計 19,648 2,208

営業外費用

支払利息 2,812 2,035

為替差損 － 239

営業外費用合計 2,812 2,274

経常利益 243,382 148,493

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 243,382 148,493

法人税、住民税及び事業税 42,578 2,174

法人税等調整額 41,963 43,587

法人税等合計 84,541 45,761

四半期純利益 158,841 102,731

親会社株主に帰属する四半期純利益 158,841 102,731

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

四半期純利益 158,841 102,731

その他の包括利益

為替換算調整勘定 1,447 1,271

その他の包括利益合計 1,447 1,271

四半期包括利益 160,288 104,003

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 160,288 104,003

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 243,382 148,493

減価償却費及びその他の償却費 11,347 13,309

賞与引当金の増減額（△は減少） △27,570 △83,335

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,903 △3,841

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） △56,796 12,442

前払費用の増減額（△は増加） △2,268 △2,928

仕入債務の増減額（△は減少） 12,265 856

前受金の増減額（△は減少） 8,922 △46,996

契約負債の増減額（△は減少） － 133,244

未払金の増減額（△は減少） 16,337 △1,107

預り金の増減額（△は減少） △547 648

未払又は未収消費税等の増減額 25,666 △80,325

その他 △8,502 59,517

小計 230,139 149,978

利息の受取額 10 10

利息の支払額 △2,812 △2,035

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △28,434 △51,646

営業活動によるキャッシュ・フロー 198,903 96,306

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △2,500 －

有形固定資産の取得による支出 △4,563 △7,875

無形固定資産の取得による支出 △6,822 △8,179

敷金及び保証金の差入による支出 △5,213 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,099 △16,055

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △143,333 △143,333

自己株式の処分による収入 － 150

財務活動によるキャッシュ・フロー △143,333 △143,183

現金及び現金同等物に係る換算差額 588 1,113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 37,058 △61,818

現金及び現金同等物の期首残高 1,615,207 1,433,838

現金及び現金同等物の期末残高 1,652,265 1,372,020

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。

　詳細については、下段「（会計方針の変更）」をご参照ください。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、顧客との契約における履行義務の識別を行った結果、電子雑誌広告売上について、これまでは広告

掲載の一時点で収益を認識しておりましたが、契約期間に応じて一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更し

ております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,532千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ4,532千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は1,150,432千円減少しておりま

す。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識

会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行

っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、時価をもって四半期連結貸借対照

表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設さ

れたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目

については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対

応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りの仮定につきましては、前連結会計年度の有価

証券報告書の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」の単一セグメントであるため、

セグメント情報の記載を省略しております。
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